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１．はじめに

近年、河川の維持管理の充実が求められており、河川護岸についても効率的に護岸機能の維持を図る必要

がある。そのためには、日常点検等において損傷状況を把握し、損傷が拡大する前に応急処置を含めた予防

管理を行うことが重要であるが、護岸機能の維持を図るための補修判定基準は策定されていなかった。

そこで、河川の各護岸における劣化の進行過程を健全な状態、変状の発生、変状の進行、機能低下、機能

喪失や各変状（クラック、浮き上り等）の相互の関係を理解し易く、健全度の区分ができるよう補修判定基

準を作成し、損傷状況に応じた補修工法選定の簡素化(効率化)を図ったものである。

２．補修判定基準の検討

東北地方整備局管内で整備されている護岸の劣化要因、損傷の種類毎に異なる劣化の進行性を考慮した補

修の必要性の判断等の検討を行い、補修の優先順位付けが可能となるような基準を作成した。

１）既設護岸の損傷事例

経年変化の中で既設護岸の老朽化が進み、補修が必要となってきている。

法枠護岸での欠け ブロック張り護岸での欠け 石積み護岸のはらみ出し 特殊堤の劣化による破損

２）健全度の区分

健全度は、各護岸

の各部材が持つべき

機能が保たれているか

どうか、変状が進行し

ているかどかの視点で

表－１のとおり５段階に分けた。

３）健全度の判定基準

判定基準は健全度の区分の閾値を定義したも

のである。

閾値の設定にあたっては、極力、劣化機構を

反映したものとすることに留意した。

しかし、閾値の全てに工学的な根拠を付ける

ことは困難であり、閾値の中には部材厚との比

較で定義しているものもある。

、 、閾値の設定においては 工学的な根拠よりも

担当する職員の経験年数や技術レベルにかかわ
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らず、誰が点検しても同一の健全度評価結果となるように、極力定量的な表現とした。

３）劣化の進行過程図の特徴

、 。 、 、劣化の進行過程について視覚的に表現するため 進行過程図の形式とした これに 対象護岸の劣化要因

、 （ ）、 、 、劣化過程 管理指標 現地で護岸を点検する際の着目点 健全度区分 健全度の判定基準等をとりまとめ

各部位の各状態を写真や模式図を用いて視覚的に表現したことにより以下の利点がある。

・各護岸の劣化の進行過程を理解し易いこと。

・閾値が示されており健全度の区分ができること。

・基礎工から護岸本体、天端工から護岸本体といった護岸の各部位の相互の関係が判ること。

・劣化を対策せず放置した場合の将来の劣化の進展を説明できることから、効率的な補修計画の策定に資

することができる。

図－１ 劣化の進行過程図（抜粋：法枠護岸（高水護岸 ））

３．今後の予定

今後は、河川護岸点検の手引き（案）の試行した結果を踏まえて、①管理指標（現地で護岸を点検する際

の着目点）の見直しや、②健全度評価においては、健全度を区分するための判定基準（閾値）の妥当性につ

いて、③補修の必要性の判断においては、管理水準（護岸をどの段階の健全度で補修などを行うか）と対策

優先順位の設定方法について、フォローアップを行い河川護岸点検の手引き(案)を本格運用していく予定で

ある。
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